
湖西市総合計画第Ⅱ期実践計画

及び人口推計※について

令和7年7月29日 湖西市総合計画審議会
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人口推計については、時間の都合上次回以降の審議となりました。



実践計画のテーマについて

2



総合計画のテーマ

魅力ある 湖西市を こどもたちへ
～次世代につなぐチャレンジ～
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魅力ある 湖西市を こどもたちへ
～次世代につなぐチャレンジ～

 豊田佐吉翁のチャレンジ精神に倣い、湖西市の特性を活かしながら、
未来への挑戦を進め、次世代へ誇れるまちを引き継ぎたい

 未来を担うこどもたちに「住み続けたい」と思ってもらえるような
魅力あふれる元気なまち

元気なまちの実現暮らしやすさの向上

市民意識調査等で課題とされている分野を中心に、
今住んでいる市民の暮らしをより良いものにする。

産業の一層の振興や、豊かな自然や文化
を活かして観光交流を促進し、市内に賑わいをもたらす。

目標① 目標②

住み続けたいまち 選ばれるまち 訪れたいまち 憧れるまち

テーマへの思い と ２つの目標
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実践計画のテーマ（担当案）

魅力ある 湖西市を こどもたちへ ～次世代につなぐチャレンジ～

第Ⅰ期実践計画では、人口減少が進行する中で市が持続可能な発展を遂げるため、「働く場所が多い」という湖西市の特徴を活かし、市外からの通勤者を市内

に移住させる取り組みを行いました。そして今後も、人口減少や少子化の進行、激甚化する災害、さらには新型コロナウイルスのような未知の感染症といったリスクを

踏まえ、湖西市を取り巻く社会状況が変化していく中でも、持続的に発展するまちを目指す必要があります。

現在、最も重要な課題は、急激な少子化と若年層の転出による人口減少です。この状況を打破するためには、市民の「満足度」を向上させ、未来を担うこどもた

ちが「住み続けたい」と感じるような施策を実施することが求められます。

そのため、第Ⅱ期実践計画では、「魅力ある湖西市をこどもたちへ ～次世代につなぐチャレンジ～」をテーマに掲げ、生活満足度を高め、「暮らしやすさの向上」

に繋がる施策と、産業全体の活性化や人々の交流を促進し、「元気なまち」の実現に向けて重点的な取り組みを進めていきます。

市民生活は防災、医療、福祉、子育て、教育など多岐にわたります。安全で快適な地域づくりを進め、健康で幸せな生活が送れるように医療や福祉を充実させ

ていきます。さらに、育みと学びの環境を提供し、すべての人々が生活しやすい暮らし環境を整えることで、生活の満足度向上を図ります。

また湖西市には、恵み豊かな浜名湖や湖西連峰、その恩恵をあずかる農水産物などの地域資源や自動車関連産業に代表される「モノづくりのまち」としての強み

があります。これらの観光や産業経済の「強み」を積極的に施策に反映させ、「元気なまち」を実現していきます。さらに、自治体として適正な行政経営を推進し、デ

ジタル技術を活用して社会課題の解決や魅力の向上を図ります。
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目標の設定について
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元気なまちの実現暮らしやすさの向上

２つの目標 と 数値目標

数値目標① 2025年度 2029年度

湖西市は住みやすい
まちだと思いますか
（出典：市民意識調査）

％ ％

数値目標③ 2025年度 2029年度

これからも湖西市に住み続けたいと思いますか？
（出典：市民意識調査）

％ ％

数値目標② 2025年度 2029年度

湖西市は賑わいのある
まちだと思いますか
（出典：市民意識調査）

％ ％

➡ 「住みやすいまち」、「賑わいのあるまち」 の満足度を高めることで「住みたい、住み続けたいまち」を目指していく
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個別施策について
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行政経営

1 防災・減災
2 交通安全・防犯
3 共生社会
4 土地政策

5 工業・商業
6 農業・漁業
7 産業人材の確保
8 観光振興
9 文化・芸術

13 医療
14 健康
15 高齢者福祉
16 障害者福祉、地域福祉

10 子育て
11 学校教育
12 生涯学習・スポーツ

17 消防・救急
18 循環型社会
19 都市インフラ
20 公共交通
21 環境
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施策の小分類
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第Ⅱ期実践計画



実践計画の記載内容（第Ⅰ期実践計画からの変更点）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑨

⑩

⑧

①現状と課題…見直し

②施策方針…「取り組むべき重点課題」として見直し

③施策のニーズ…「重点事業」に置き換え

④施策の成果指標…見直し

⑤今後の展開

…基本事業として見直し（詳細は別冊資料扱い）

⑥主な予定…基本事業に統合

⑦個別計画…「関連する個別計画など」として見直し

⑧SDGs…見直し

⑨⑩基本事業とKPI

…別冊資料扱い（本編からは廃止）
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実践計画の記載内容（第Ⅱ期実践計画イメージ）

①現状と課題
第Ⅰ期実践計画も含め、第Ⅱ期実践計画を策定するに当
たっての解決すべき課題。もしくは考慮すべき現状。

②取り組むべき重点課題
「暮らしやすさの向上」と「元気なまちの実現」に向けて優先的
に取り組むべき課題

③重点事業
取り組むべき重点課題を解決するために取り組んでいくこと

④基本事業
重点事業ではないが、第Ⅱ期実践計画期間中に市とし
て 「暮らしやすさの向上」と「元気なまちの実現」に向けて
取り組んでいくこと

⑤成果指標（ＫＧＩ）

課題に対する取り組みが「暮らしやすさの向上」と「元気な
まちの実現」に向け繋がっているか図るための指標

⑥関連する個別計画
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実践計画の記載内容（成果指標（ＫＧＩ）、取り組み指標（ＫＰＩ）別冊のイメージ）

暮らしやすさの向上

成果指標 α

取り組み指標 A

取り組み指標 B

成果指標 β

取り組み指標 C

取り組み指標 D

 別冊はワード、Excelなど職員が容易に更新できるもので作成し、

年に1度更新作業を行う。

 成果指標については本編記載のため４年間固定。取り組み指標

は、課として取り組むべき方向性が変わったら差替えを可能とする。

 取り組み指標（ＫＰＩ）が成果指標（ＫＧＩ）に繋がり、「暮

らしやすさの向上」または「元気なまちの実現」（数値目標）につ

ながっていくことがわかるようにしていく。
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2024年10月11日 湖西市職員研修
湖西市DX推進アドバイザー川口弘行 資料より



実践計画の記載内容（基本事業別冊のイメージ）

大分類 小分類 基本事業 基本事業として想定している事業、施策など

地域づくり 防災・減災 防災・危機管理体制の整備
感震ブレーカーの普及促進、自主防災倉庫の更新、津波
避難施設等整備、福祉避難所の指定の見直し

地域づくり 防災・減災 治山・治水対策の推進と災害危険箇所の整備 源太山地区急傾斜地崩壊対策事業

地域づくり 防災・減災 防災意識の啓発と防災行動力の向上 「ひなんさんぽ」の継続実施

地域づくり 防災・減災 耐震化事業の推進
木造住宅耐震改修助成事業、木造住宅除却支援事業、ブ
ロック塀等撤去助成事業

地域づくり 防災・減災 減災化事業の推進
耐震シェルター整備助成事業、防災ベッド整備助成事
業、木造住宅減災化改修助成事業

地域づくり 交通安全・防犯 交通安全意識の高揚

地域づくり 交通安全・防犯 道路・交通安全設備の整備

地域づくり 交通安全・防犯 防犯意識の啓発と防犯体制の整備

基本事業

 基本事業については、ある程度の事業が包含されているよう

な記載振りとする。

 基本事業が具体的に何を示すのか、別表を作成して追加・

修正作業を実施していく。

 別冊はワード、Excelなど職員が容易に更新できるもので作

成し、年に1度更新作業を行う。
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実践計画について（その他）
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成果指標の出典元を明記（例：市民意識調査、担当課による独自アンケート、静岡県公表資料 など）

指標の記載は、横ばいの場合「○○人以上（以下）」などとする ※上向きに見えるように

増減を伴わない指標については、「累計○○件」などわかるように記載

基準値は2025年度とするが、基準値の数値がどの時点の数値かわかるよう明記

（例：2025年3月末、2024年度調査、2022年確定値 など）

第Ⅱ期実践計画の製本印刷（冊子）は作成しない


